
番 号

令和 5 年 10 月 1 日

殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

（注）

岩医大病企第165

厚生労働大臣 開設者名 学校法人岩手医科大学

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50
号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和4年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入する
こと。

住所

氏名

〒028-3694　岩手県紫波郡矢巾町医大通一丁目１番１号

学校法人岩手医科大学

岩手医科大学附属病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科

岩手医科大学附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環器
疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、そ
の診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

・血液内科　：血液・腫瘍内科
・代謝内科　：糖尿病・代謝内科、内分泌内科
・感染症内科：呼吸器内科

４腎臓内科

５神経内科 ７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

３循環器内科

〒028-3695　岩手県紫波郡矢巾町医大通二丁目１番１号

電話　(019)613－7111

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

理事長　小川　彰

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載
すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支え
ないこと）。

１呼吸器外科

（単位：床）68 932 1000

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

３乳腺外科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、そ
の診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

４心臓外科2消化器外科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

・内分泌外科：外科

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名
３歯科口腔外
科

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

１小児歯科 2矯正歯科

肝臓外科 気管食道外科

リハビリテーション科 児童精神科 臨床検査科 病理診断科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名として
「歯科」を含まない病院については記入すること。

形成外科 頭頸部外科 美容外科

肝臓内科

心療内科 老年内科 緩和ケア内科



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

239 205.2 444.2 155 0

9 67.2 76.2 29 63

80 0 80 13 0

0 0 0 1 0

49 0 49 0 0

1192 2 1192.9 40 14

1 0 1 0 0

5 0 5 0 169

14 0 14 60 64

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

平成 30 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

806.1

648.2

7.8

39.7

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員数
の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

歯科等以外 歯科等 合計

813.9

687.9

1264

救急科専門医産婦人科専門医 19

合計

10

13

20

22

21

11

10

282

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

46

54

10

30

7

9

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の
員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞれの
員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

臨床工学士

あん摩マッサージ指圧師義肢装具士助産師

看護師 医療社会事業従事者

臨床
検査

職種

看護補助者

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

栄養士

歯科技工士

管理者名 （小笠原　邦昭） 任命年月日

医療安全関係の学内委員会への出席状況（2022年度出席回数）
・医療安全推進委員会　　2022年４月から9回（全12回）
・総合医療安全対策会議 　2022年４月から12回（全12回）
・監査委員会(医療安全) 　2022年４月から２回（全２回）



人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

24 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

402.6 ㎡ （主な設備）

183.3 ㎡ （主な設備）

247.8 ㎡ （主な設備）

50 ㎡ （主な設備）

15,148.30 ㎡ （主な設備）

4305.8 ㎡ 室数 室 人

1229 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

病床数 45564.2

算出
根拠

凍結組織切片作成装置、ホルマリン対策臓器撮影装置、
自動ガラス封入・染色装置、ｼｽﾃﾑ生物顕微鏡　他

感染防止対策用解剖台、ラミナーフローユニット、プッシュ
プル型切り出し台、ホルマリン固定液作成装置　他

研究用機器　他

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 88.3 逆紹介率 150.3

21

5,455

11,581

1,348

7,705

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

薬務室

147.2

生化学自動分析装置、全自動尿分析装置、総合血液学
検査・自動塗抹標本作成装置、免疫発光測定装置、免疫
統合自動分析装置　他

質量分析計、薬剤感受性試験装置、血液培養自動分析
装置、　　　　　　全自動抗酸菌培養検査装置　他

床面積

共用する室名

鉄骨造一部鉄
筋コンクリート
造

鉄骨造一部鉄
筋コンクリート
造

4

収容定員

蔵書数

2848

99800図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリー
ト

鉄筋コンクリー
ト
鉄筋コンクリー
ト

床面積

鉄骨造一部鉄
筋コンクリート
造

鉄骨造一部鉄
筋コンクリート
造

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
1261.4 鉄骨造一部鉄

筋コンクリート
造

人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

3

28

431

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ以
外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記入
すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入する
こと。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入すること。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条の
二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

133.42



（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

長谷川　頌
長谷川菜園法律事務所
代表

法律に関する識見を有
する者

1

委員長
（○を付す）

選定理由

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

奥寺　高秋
元特別養護老人ホー
ム・日赤鶯鳴荘園長

医療を受ける者その他
医療従事者以外の者

2

医療に係る安全管理に
関する識見を有する者

1

氏名 所属

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

附属病院ホームページに掲載

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

利害
関係

委員の要件
該当状況

三木　保 守谷慶友病院病院長































7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 13

剖検率（％） 2.2

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈） 　・

　・多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

月10回

　・

　・

剖　検　の　状　況

（様式第2）









































（様式第４） 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 研修の実績 

 上記研修を受けた医師数 125 人 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

医学部卒後２年間の臨床研修を修了した者を対象に、認定医および専門医等資格取得のため

の修練を実施している。各領域（科）に定める修練期間が異なるが、概ね次の３通りのパター

ンを設けており、各々のライフプランに合わせた研修を行う。 

各科の研修は、自院のほかに院外（連携）認定施設においても行われ、専門医等取得に向け

各領域の定められた症例（数）の臨床経験、論文の執筆・発表および学会参加等、種々の研修

を積む。 

 

 

 

 

 

 

 

  

研修プログラムの例として、内科専門研修プログラム（研修期間：３年間）における研修例は

以下のとおりである。各領域（科）に定められた所定の研修を修了した後、認定医や専門医試験

の合格を経て、その資格を取得することとなる。 

 

 ① 臨床研修修了後、専門医取得に向けた専門研修を実施 

  （概ね、医学部卒後６年目以降に専門医を取得） 

 ② 臨床研修中から社会人大学院へ進学し、博士号の取得と専門研修を並行して実施 

  （医学部卒後４年で博士号、６年目以降に専門医を取得） 

 ③ 臨床研修修了後、社会人大学院へ進学と同時に専門研修を実施 

  （医学部卒後６年で博士号、６年目以降に専門医を取得） 

 



3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特記事項 

松本 主之 消化管内科 教授 37 年  

松本 主之 肝臓内科 教授 37 年  

石垣 泰 糖尿病・代謝・内分泌内科 教授 29 年  

旭 浩一 腎・高血圧内科 教授 30 年  

森野 禎浩 循環器内科 教授 29 年  

小笠原 邦昭 呼吸器内科 教授 38 年  

仲 哲治 リウマチ・膠原病・アレルギー内科 教授 35 年  

伊藤 薫樹 血液腫瘍内科 教授 31 年  

前田 哲也 脳神経内科・老年科 教授 29 年  

佐々木 章 外科 教授 34 年  

小笠原 邦昭 脳神経外科 教授 38 年  

金 一 心臓血管外科 教授 27 年  

齊藤 元 呼吸器外科 教授 34 年  

土井田 稔 整形外科 教授 38 年  

櫻庭 実 形成外科 教授 32 年  

馬場 長 産婦人科 教授 24 年  

赤坂 真奈美 小児科 教授 29 年  

志賀 清人 耳鼻咽喉科 教授 39 年  

志賀 清人 頭頸部外科 教授 39 年  

黒坂 大次郎 眼科 教授 35 年  

天野 博雄 皮膚科 教授 29 年  

小原 航 泌尿器科 教授 25 年  

大塚 耕太郎 精神神経科 教授 25 年  

吉岡 邦浩 放射線診断科 教授 37 年  

有賀 久哲 放射線治療科 教授 33 年  

鈴木 健二 麻酔科 教授 37 年  

眞瀬 智彦 救急科 教授 35 年  

諏訪部 章 臨床検査科 教授 38 年  

栁川 直樹 病理診断科 教授 25 年  

西村 行秀 リハビリテーション科 教授 26 年  

下沖 収 総合診療科 教授 34 年  

山田 浩之 歯科 教授 31 年  
(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている診

療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべての

サブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべての

サブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

 
























































